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此
秘
緊
削
宮
之
俄
は
担
…
之
侠
符
共
、

麻
疹
時
行
天
下
一
統
の
妙
、
間

は
長
崎
よ
り
下
は
奥
羽
溢
迄
同
様
の
由
。
八
九
月
比
風
邪
の
時
疫

兆
一敷
、
共
産
相
止
無
関
又
蝉
疹
比
慮
打
臥
申
候
。
雨
三
度
陀
及
び

疹
殻
巾
者
も
川

h
k

有
之
、
死
に
至
候
者
も
有
之
候。

江
戸
本
郷
・
駒

込
雨
邸
の
内
迄
陀
も
千
人
K
及
候
旨
台
古
都
候
。
本
務
伊
抽
出
司
卒
去

の
件
、
寺
西
宮
内
井
御
馬
狙
頭
松
岡
概
太
夫
・定
訴
者
頭
務
政
市

『部品司も
、
皆
疹
後
に
相
閉
山
巾
候
。

去
年
十
二
月
天
裂
の
饗
有
之
以
来
天
然
不
正
、
時
授
も
天
行
の
験

か
と
存
候
故
有
増
犯
也
候
。

一
、
御
家
人
貸
銀
の
俄
室
柏
山
北
来
欣

辛
亥

E
n先
生
初
挑
磁
の
内

迫附骨
。
奮
附
嗣
配
地
御
家
人
五
百
俵
以
下
御
奉
公
相
勘
候
商
々
、
下
は

興
力
井
二
十
俵
・三
十
依
取
巾
下
役
宅
迄
拝
借
被
仰
付
候
。
五
百
依

に
金
三
十
雨
、
持
よ
り
段
々
減
じ
私
共
二
百
依
陀
て
十
五
同
数
思
貸

候
。
凶
器
町
に
唱
侠
惣
高
十
二
三
官
同
雨
の
依
と
申
候
。
首
年
よ
り
十
年
比

返
納
仕
笹
に
て
候
。
世
帯
倹
約
の
法
令
念
皮
可
被
仰
山
・
閥
、
共
迄
の

取
相
聞
の
穏
に
拝
借
被
仰
向
由
陀
候
。
共
故
小
身
の
銃
、

話
附
酬
は
不
行

寄
難
儀
忙
及
不
申
候
。
下
一
点
難
俄
殊
の
外
御
菅
努
に
被
遊
、
去
年
以

古
本
段
々
御
燦
他
の
上
、
又
拝
借
被
仰
刊
御
都
恭
御
俄
民
事
行
候
。
然

鹿
児
此
度
思
貸
の
金
主
、
芭
に
-山芯
掛川へ
致
特
急
百
世
者
有
之
由
頃
日
永

り
、
さ
て
/
¥
軟
か
敷
俄
統
帥制
止
候
て
、
か
な
W
聞
の
一

斜
首
都
鋒
し

也
市
候。

此
川
小
苛
市
郎
右
術
門
殿
よ
り
、

議
日
一の
待
毎
に
仰
遊
候

故
、
右
か
な
叩
由
の
物
も
一
所
に
逃
巾
候
。
大
方
市
郎
右
衛
門
殿
よ
り

御
お
し
被
成
候
て
、
共
元
へ
も
可
被
泊
か
と
れ
甘
候
。
左
候
は

ど
御
覧

可
被
成
候
。
右
の
趣
新
八
郎
へ
も
御
物
問
川
被
成
可
被
下
候
。
正
月
け
回
目

一
、
彼
字
得
字
の
儀
袋
鳩
山
体
来
紙

大
治
dn
へ
の
御
錨
ド

孟
子
千
乗
の
ぜ
此
は
割
程
候
問
、
霊
て
の
使
に
可
逝
候
。
穆
而
お
は
今

四
五
枚
に
罷
成
布
の
然
分
、
且
叉
哲
多
以
来
ヂ
ポ
別
て
前
雛
叶、

延

引
巾
候
。
市
郎
右
衛
門
殿
制
可
給
由
御
中
候
仰
北
ハ、
跡
先
笹
と
み
、

他
人
見
候
て
は
中
々
わ
け
立
不
申
候
。
と
か
く
自
身
に
わ
け
見
え
候

桜
花
、
下
智
不
致
候
て
は
呼
明
不
巾
候
。
先
は
今
少
し
仰
待
可
有
之

候
。
利
伸
岐
に
成
候
は
V
A

乎
柿
も
少
は
利
き
可
中
候
問、

共
時
分
不
残

下
響
調
可
進
候
。
千
乗
の
授
は
先
づ
小
寺
氏
迄
可
選
候
。

則
自
門
人
寄
合
総
習
の
時
分
、
ふ
と
紙
付
候
て
各
へ

録
申
附
候
へ

ば
、
何
れ
も
山
ん
も
巾
候
問
、
乍
序
申
巡
候
。
仙
叫
畠叩叶於天-白川…
ν
所
ν
鴎
也

と
巾
事
、
昨
世
乎
得
字
の
差
別
御
合
勤
候
ゃ
。
得
mT
は
得
失
の
得
陀
て、

首
分
相
吋
る
町
川
に
て
い
ふ
伺
陀
て
候
。
機
字
は
得
て
居
る
上
に
て
い
ふ

洞
陀
て
候。

人
自
v
非
E

聖
賢
司
天
理
に
迷
事
勾
h
k

可
有
之
候
。
共
は
訓
H
a

罪
於
天
-
と
申
物
陀
て
候
。
然
ど
も
改
候
へ
ば
則
モ
れ
が
勝
る
に
て

候。
M
m
れ
ば
得
=
非
於
天
日
加
…
'
所
vM
耐
也
と
は
紙
巾
候
。
抽
出
字
は
日
比
抑

を
仰
て
、
我
物
に
し

τ居
る
背
中
也
。
た
と
へ
ば
持
病
の
ご
と
く
、
m砕

を
泌
も
の
に
し
て
居
て
は
、
何
程
際
り
て
も
無
銭
と
い
ふ
都
也
。
惣

て
機
字
、
一
夫
之
不
v
泌
な
ど
も
分
限
相
際
可
v
得
ほ
ど
を
、
常
に
得
て

居
る
郁
也
。
不
ν
柿叫
a
於
上
-
も
日
比
上
の
人
の
信
用
主
役
て
居
る
都
也
。

と
か

t
首
分
相
刊
に
て
は
な
く
、
我
陀
粂
て
得
て
居
る
を
云
也
。
先
般

後
仰
と
も
有
之
、
叉
先
難
後
殺
と
も
有
之
、
少
し
立
途
ム
ベ
し
。
削
船

れ
ば
常
分
理
に
背
都
は
有
と
も
、
改
れ
ば
少
し
も
天
窓
に
注
品
都
は

向性之
、
日
比
不
改
し
て
常
に
罪
を
得
て
居
る
人
は
、
可
v
胎
松
は
無

之
。
是
を
以
て
見
れ
ば
、
山
川
に
恐
れ
て
恕
の
我
物
陀
な
ら
ぬ
桜
に
可

省
事
也
。
今
の
世
人
日
比
遣
恐
を
背
宮
、
そ
れ
を
ば
共
ま
L
m
也
て
脱
帽

り
て
免
れ
ん
と
す
る
は
、
大
成
心
得
途
と
い
ふ
ペ
し
。
此
稔
よ
ほ
ど

初
盆
か
と
行
供
。
只
今
迄
獲
宇
陀
印
刷
付
不
巾
、
う
か
と
見
候
故
、品目

殿
な
ど
は
如
何
と
脊
候
て
申
泣
候
ロ
包
上
。

正
月
廿
四
日

可
観
小
説相官

H
六

一
、
米
似
下
伐
と
四
民
の
品
品
目
刑

或
問
。
逐
年
米
似
下
肢
に
し
て
四
民
央
児
問
仰
に
及
び
向
。
開
侯
は

参
観
も
灘
湖
、
設
耐
は
業
を
失
ん
と
し
、

同州
士
は
山中
公
も
知
成
に
妄

り
ぬ
、
共
故
何
ぞ
や
。
余
訓

t
。
議
期
A

如
n
水
火
正
し
て
而
も
民
図
柄
刑

に
及
と
い
ふ
都
は
必
無
の
事
也
。
是
三
畿
の
訟
も
可
ν
剣
道
政
也
。
燃

に
現
在
年
々
米
穀
下
直
に
成
て
、
却
て
四
民
の
苦
し
み
陀
及
ぶ
は
慌

に
不
務
の
都
也
。
夫
の
漢
文
A
M
の
時
大
企
の
山
市附
m

h

k

相
図
、
府
太
宗

時
斗
米
三
銭
の
効
し
あ
り
て
、
三
代
以
来
大
干
の
御
代
と
仰
ぎ
し
は

却
て
僑
の
校
に
能
成
候
。

発
無
他
。
米
似
と
物
仮
と
不
相
腹
、
本
業

米
業
抑
揚
失
v
椛、

荷
物
の
償
備
箆
せ
る
故
也
。
吃
皮
官
よ
り
法
令
を

下
し
、
本
来
の
賠
償
を
抑
へ
て
下
賎
な
ら
し
め
ば
、
米
側
の
凶
胞
は
幸

の
幸
と
す
べ
き
者
也
。

十
飴
年
以
前
時
州
の
元
川
聞
を
始
め
、
通
商
の

物
下
直
成
桜
に
と
都

h
k

般
街
の
御
沙
汰
布
之
。
御
制
問
に
も
附
三
度

被
仰
波
、
少
々
共
効
は
あ
れ
ど
も
商
賀
の
恕

一
凶
不
数
心
服
、
一

一過

法
令
陀
恐
怖
し
て
引
下
る
迄
に
て
、
却
て
初
め
よ
り
高
直
に
成
事
北
ハ

も
間
有
之
ぬ
。
近
年
陀
歪
て
は
物
僚
の
悦
は
、
天
成
の
自
然
に
任
せ

世
可
然
と
有
之
、
只
ひ
た
す
ら
米
債
の
A
H
t
可
成
紡
の
計
錠
迄
K
成

り
ね
。
而
医
師捌
日
々
下
直
医
成
、
大
阪
の
精
米
一
石
、
二
十
二
三
足

四
九
七




